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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液晶パネルの青色サブ画素のグレースケール値の設定方法であって、
　各画素ユニットが少なくとも青色サブ画素からなる複数の画素ユニットを備える液晶パ
ネルを提供する手順と、
　前記液晶パネルを、隣接する第１画素ユニットと第２画素ユニットとからなる複数の表
示ユニットに分割する手順と、
　前記表示ユニットを単位として青色サブ画素のグレースケール値ＧＢｋが与えられたと
きに、前記第１画素ユニット内の青色サブ画素に与えるグレースケール値ＧＢＨｋと、前
記第２画素ユニット内の青色サブ画素に与えるグレースケール値ＧＢＬｋと、の組み合わ
せに分割する手順と、からなり、
　　前記表示ユニットを単位として青色サブ画素のグレースケール値ＧＢｋが与えられた
ときに、前記第１画素ユニット内の青色サブ画素に与えるグレースケール値ＧＢＨｋと、
前記第２画素ユニット内の青色サブ画素に与えるグレースケール値ＧＢＬｋと、の組み合
わせに分割する手順は、具体的にＳ１０１，Ｓ１０２，Ｓ１０３，Ｓ１０４，Ｓ１０５か
らなり、
　Ｓ１０１は、前記青色サブ画素の正視角度αにおける実際の輝度Ｌｖ（実）α（ＧＢｋ
）とグレースケール値ＧＢｋの関係曲線ＧＢｋ－Ｌｖ（実）α（ＧＢｋ）を得る手順であ
り、
　Ｓ１０２は、前記青色サブ画素の斜視角度βにおける実際の輝度Ｌｖ（実）α（ＧＢｋ
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）とグレースケール値ＧＢｋの関係曲線ＧＢｋ－Ｌｖ（実）β（ＧＢｋ）を得る手順であ
り、
　Ｓ１０３は、
　（ＧＢｋ／２５５）γ＝Ｌｖ（理）α（ＧＢｋ）／Ｌｖ（実）α（２５５）
　（ＧＢｋ／２５５）γ＝Ｌｖ（理）β（ＧＢｋ）／Ｌｖ（実）β（２５５）
　に基づき計算し、前記青色サブ画素の正視角度α及び斜視角度βにおける理論上の輝度
Ｌｖ（理）α（ＧＢｋ）、Ｌｖ（理）β（ＧＢｋ）とグレースケール値ＧＢｋとの関係曲
線ＧＢｋ－Ｌｖ（理）α（ＧＢｋ）及びＧＢｋ－Ｌｖ（理）β（ＧＢｋ）を得る手順であ
り、
　Ｓ１０４は、前記表示ユニットに必要な青色サブ画素のグレースケール値ＧＢｋについ
て、前記第１画素ユニット内の青色サブ画素に入力するグレースケール値ＧＢＨｋと、前
記第２画素ユニット内の青色サブ画素に入力するグレースケール値ＧＢＬｋと、を以下の
関係式
　　Δ１ｋ＝Ｌｖ（理）α（ＧＢｋ）＋Ｌｖ（理）α（ＧＢｋ）－Ｌｖ（実）α（ＧＢＨ
ｋ）－Ｌｖ（実）α（ＧＢＬｋ）
　Δ２ｋ＝Ｌｖ（理）β（ＧＢｋ）＋Ｌｖ（理）β（ＧＢｋ）－Ｌｖ（実）β（ＧＢＨｋ
）－Ｌｖ（実）β（ＧＢＬｋ）
　ｙ＝Δ１ｋ２＋Δ２ｋ２

　においてｙが最小値をとるように、各グレースケール値ＧＢｋに対するＧＢＨｋとＧＢ
Ｌｋとの組み合わせ（ＧＢＨｋ、ＧＢＬｋ）を求め、
　Ｓ１０５は、前記表示ユニットを単位として与えられる青色サブ画素の各グレースケー
ル値ＧＢｋについて、手順Ｓ１０４に基づき、対応する一つのグレースケール値ＧＢＨｋ
及びＧＢＬｋの組み合わせを得て、前記液晶パネルの青色サブ画素についての表示ルック
アップテーブルＬＵＴを新たに設定する手順である、
　ことを特徴とする液晶パネルの青色サブ画素のグレースケール値の設定方法。
　なお、添字のｋは序数であり、ＧＢｋは青色サブ画素に与えるグレースケール値であっ
て、ｋが０～２５５のとき、ＧＢｋは０～２５５であり、
　Ｌｖ（実）α（ＧＢＨｋ）は｛Ｌｖ（実）α（ＧＢｋ）｝のなかか選択される１つの輝
度値であり、
　Ｌｖ（実）α（ＧＢＬｋ）は｛Ｌｖ（実）α（ＧＢｋ）｝のなかか選択される１つの輝
度値であり、
　Ｌｖ（実）β（ＧＢＨｋ）は｛Ｌｖ（実）β（ＧＢｋ）｝のなかか選択される１つの輝
度値であり、
　Ｌｖ（実）β（ＧＢＬｋ）は｛Ｌｖ（実）β（ＧＢｋ）｝のなかか選択される１つの輝
度値である。
　ただし、Ｌｖ（実）α（ＧＢＨｋ）とＬｖ（実）β（ＧＢＨｋ）とはＧＢＨｋを共通の
引数としているのでＧＢＨｋの値が決まれば、Ｌｖ（実）α（ＧＢＨｋ）とＬｖ（実）β
（ＧＢＨｋ）の値は決まるし、
　Ｌｖ（実）α（ＧＢＬｋ）とＬｖ（実）β（ＧＢＬｋ）とはＧＢＬｋを共通の引数とし
ているのでＧＢＬｋの値が決まれば、Ｌｖ（実）α（ＧＢＬｋ）とＬｖ（実）β（ＧＢＬ
ｋ）の値は決まる。
　また、前記正視角度αは、０°であり、前記斜視角度βは、３０～８０°であり、
　γ＝１．８～２．４である。
【請求項２】
　請求項１に記載の液晶パネルの青色サブ画素のグレースケール値の設定方法において、
　前記斜視角度βは、６０°である
　ことを特徴とする液晶パネルの青色サブ画素のグレースケール値の設定方法。
【請求項３】
　請求項１に記載の液晶パネルの青色サブ画素のグレースケール値の設定方法において、
　前記画素ユニットは、さらに、赤色サブ画素及び緑色サブ画素を備え、青色サブ画素の
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データパラメータを新たに設定した時、赤色サブ画素及び緑色サブ画素のデータ信号は不
変を維持する、
　ことを特徴とする液晶パネルの青色サブ画素のグレースケール値の設定方法。
【請求項４】
　請求項１に記載の液晶パネルの青色サブ画素のグレースケール値の設定方法において、
　γ＝２．２である
　ことを特徴とする液晶パネルの青色サブ画素のグレースケール値の設定方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶ディスプレイ技術に関し、特に、液晶パネルの青色サブ画素のグレース
ケール値の設定方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶ディスプレイは、ＬＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）とも
呼ばれ、超薄型の平面ディスプレイ装置と、一定数のカラーまたはモノクロ画素からなり
、光源または反射板の前方に配置される。
　液晶ディスプレイは、低消費電力であり、且つ、高画質で、場所をとらず、重さも軽い
といった特色を備えているため、いっそう人気を博しており、ディスプレイの主流となっ
ている。
　液晶ディスプレイはすでに各種電子製品において広く使用されており、例えば、ディス
プレイ画面を備えたコンピューター装置や、携帯電話、あるいはデジタルフォトフレーム
など、広視野角の技術は、現在液晶ディスプレイの開発の重点の一つになっている。
　しかしながら、側面または斜めから見る視野角が大き過ぎると、広視野角の液晶ディス
プレイは、よくカラーシフト（ｃｏｌｏｒ　ｓｈｉｆｔ）現象が発生する。
【０００３】
　広視野角の液晶ディスプレイに発生するカラーシフト現象の問題に関しては、現在業界
中で２Ｄ１Ｇ技術を用いて改善するようになった。
　２Ｄ１Ｇ技術は、液晶パネルのうち、各画素ユニット（ｐｉｘｅｌ）を面積の異なるメ
イン画素区域（Ｍａｉｎ　ｐｉｘｅｌ）及びサブ画素区域（Ｓｕｂ　ｐｉｘｅｌ）に分け
、同じ画素ユニット中のメイン画素区域及びサブ画素区域を異なるデータ線（Ｄａｔａ　
ｌｉｎｅ）及び同じ走査線（Ｇａｔｅ　ｌｉｎｅ）とに接続する技術のことを指す。
　メイン画素区域及びサブ画素区域に入力する異なるデータ信号（異なるグレースケール
値）によって、異なる表示輝度及び斜視輝度を作り出し、側面または斜めから見た時に生
じるカラーシフトの問題を抑えることができる。
　ただし、各画素ユニットを、メイン画素区域及びサブ画素区域に分割すると、その入力
データ信号のデータ線の数量は元の二倍になり、これにより、液晶パネルの開口率が大幅
に減り、透過率に影響するため、液晶パネルの表示品質が下がってしまう。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は、液晶パネルの駆動方法を変え、従来のＲＧＢ三画素液晶パネル内で２Ｄ１Ｇ
パネルの表示をシミュレーションすることで、側面または斜めから見た時に起こるカラー
シフトの問題を抑えることができる液晶パネルの青色サブ画素のグレースケール値の設定
方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の液晶パネルの青色サブ画素のグレースケール値の設定方法は、
　各画素ユニットが少なくとも青色サブ画素からなる複数の画素ユニットを備える液晶パ
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ネルを提供する手順と、
　前記液晶パネルを、隣接する第１画素ユニットと第２画素ユニットとからなる複数の表
示ユニットに分割する手順と、
　前記表示ユニットを単位として青色サブ画素のグレースケール値ＧＢｋが与えられたと
きに、前記第１画素ユニット内の青色サブ画素に与えるグレースケール値ＧＢＨｋと、前
記第２画素ユニット内の青色サブ画素に与えるグレースケール値ＧＢＬｋと、の組み合わ
せに分割する手順と、からなり、
　　前記表示ユニットを単位として青色サブ画素のグレースケール値ＧＢｋが与えられた
ときに、前記第１画素ユニット内の青色サブ画素に与えるグレースケール値ＧＢＨｋと、
前記第２画素ユニット内の青色サブ画素に与えるグレースケール値ＧＢＬｋと、の組み合
わせに分割する手順は、具体的にＳ１０１，Ｓ１０２，Ｓ１０３，Ｓ１０４，Ｓ１０５か
らなり、
　Ｓ１０１は、前記青色サブ画素の正視角度αにおける実際の輝度Ｌｖ（実）α（ＧＢｋ
）とグレースケール値ＧＢｋの関係曲線ＧＢｋ－Ｌｖ（実）α（ＧＢｋ）を得る手順であ
り、
　Ｓ１０２は、前記青色サブ画素の斜視角度βにおける実際の輝度Ｌｖ（実）α（ＧＢｋ
）とグレースケール値ＧＢｋの関係曲線ＧＢｋ－Ｌｖ（実）β（ＧＢｋ）を得る手順であ
り、
　Ｓ１０３は、
　（ＧＢｋ／２５５）γ＝Ｌｖ（理）α（ＧＢｋ）／Ｌｖ（実）α（２５５）
　（ＧＢｋ／２５５）γ＝Ｌｖ（理）β（ＧＢｋ）／Ｌｖ（実）β（２５５）
　に基づき計算し、前記青色サブ画素の正視角度α及び斜視角度βにおける理論上の輝度
Ｌｖ（理）α（ＧＢｋ）、Ｌｖ（理）β（ＧＢｋ）とグレースケール値ＧＢｋとの関係曲
線ＧＢｋ－Ｌｖ（理）α（ＧＢｋ）及びＧＢｋ－Ｌｖ（理）β（ＧＢｋ）を得る手順であ
り、
　Ｓ１０４は、前記表示ユニットに必要な青色サブ画素のグレースケール値ＧＢｋについ
て、前記第１画素ユニット内の青色サブ画素に入力するグレースケール値ＧＢＨｋと、前
記第２画素ユニット内の青色サブ画素に入力するグレースケール値ＧＢＬｋと、を以下の
関係式
　　Δ１ｋ＝Ｌｖ（理）α（ＧＢｋ）＋Ｌｖ（理）α（ＧＢｋ）－Ｌｖ（実）α（ＧＢＨ
ｋ）－Ｌｖ（実）α（ＧＢＬｋ）
　Δ２ｋ＝Ｌｖ（理）β（ＧＢｋ）＋Ｌｖ（理）β（ＧＢｋ）－Ｌｖ（実）β（ＧＢＨｋ
）－Ｌｖ（実）β（ＧＢＬｋ）
　ｙ＝Δ１ｋ２＋Δ２ｋ２

　においてｙが最小値をとるように、各グレースケール値ＧＢｋに対するＧＢＨｋとＧＢ
Ｌｋとの組み合わせ（ＧＢＨｋ、ＧＢＬｋ）を求め、
　Ｓ１０５は、前記表示ユニットを単位として与えられる青色サブ画素の各グレースケー
ル値ＧＢｋについて、手順Ｓ１０４に基づき、対応する一つのグレースケール値ＧＢＨｋ
及びＧＢＬｋの組み合わせを得て、前記液晶パネルの青色サブ画素についての表示ルック
アップテーブルＬＵＴを新たに設定する手順である、
　ことを特徴とする液晶パネルの青色サブ画素のグレースケール値の設定方法。
　なお、添字のｋは序数であり、ＧＢｋは青色サブ画素に与えるグレースケール値であっ
て、ｋが０～２５５のとき、ＧＢｋは０～２５５であり、
　Ｌｖ（実）α（ＧＢＨｋ）は｛Ｌｖ（実）α（ＧＢｋ）｝のなかか選択される１つの輝
度値であり、
　Ｌｖ（実）α（ＧＢＬｋ）は｛Ｌｖ（実）α（ＧＢｋ）｝のなかか選択される１つの輝
度値であり、
　Ｌｖ（実）β（ＧＢＨｋ）は｛Ｌｖ（実）β（ＧＢｋ）｝のなかか選択される１つの輝
度値であり、
　Ｌｖ（実）β（ＧＢＬｋ）は｛Ｌｖ（実）β（ＧＢｋ）｝のなかか選択される１つの輝
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度値である。
　ただし、Ｌｖ（実）α（ＧＢＨｋ）とＬｖ（実）β（ＧＢＨｋ）とはＧＢＨｋを共通の
引数としているのでＧＢＨｋの値が決まれば、Ｌｖ（実）α（ＧＢＨｋ）とＬｖ（実）β
（ＧＢＨｋ）の値は決まるし、
　Ｌｖ（実）α（ＧＢＬｋ）とＬｖ（実）β（ＧＢＬｋ）とはＧＢＬｋを共通の引数とし
ているのでＧＢＬｋの値が決まれば、Ｌｖ（実）α（ＧＢＬｋ）とＬｖ（実）β（ＧＢＬ
ｋ）の値は決まる。
　また、前記正視角度αは、０°であり、前記斜視角度βは、３０～８０°であり、
　γ＝１．８～２．４である。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明が提供する液晶パネル及びその駆動方法は、従来のＲＧＢ三画素液晶パネル内で
、その駆動方法を変えて、２Ｄ１Ｇパネルの表示をシミュレーションすることで、側面ま
たは斜めから見た時に起こるカラーシフトの問題を抑えるとともに、液晶パネルの開口率
が小さくならず、液晶パネルの表示品質を保障することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】本発明の実施例が提供する液晶パネルの構造の概略図である。
【図２】本発明の実施例が提供する液晶パネル内の表示ユニットを分割した例示図である
。
【図３】本発明の実施例が提供する駆動方法において、表示ユニットにデータ信号を提供
する例示図である。
【図４】本発明の実施例が提供する液晶パネル内の青色サブ画素及び緑色サブ画素の正視
角度及び斜視角度における実際の輝度曲線図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　本発明の目的、また技術手段及び長所をより理解させるために、以下では、実施例と図
を示して、本発明について詳しく説明する。
【０００９】
　図１を参照する。
　従来の液晶パネルは主に、複数の画素ユニット５ａ、５ｂを備える表示エリア１と、ゲ
ートドライバ２と、ソースドライバ３と、からなる。
　前記ゲートドライバ２は、複数本の走査線を通して前記画素ユニット５ａ、５ｂに走査
信号を提供し、前記ソースドライバ３は、複数本のデータ線を通して前記画素ユニット５
ａ、５ｂにデータ信号を提供する。
　そのうち、画素ユニット５ａは、赤色サブ画素５１と、緑色サブ画素５２と、青色サブ
画素５３Ｈと、からなる。
　各画素ユニット５ｂは、赤色サブ画素５１と、緑色サブ画素５２と、青色サブ画素５３
Ｌと、からなる。
【００１０】
　本実施例は、液晶パネルの駆動方法を変えることで、前記の従来のＲＧＢ三画素液晶パ
ネルで、２Ｄ１Ｇパネルの表示をシミュレーションし、側面または斜めから見た場合に起
こるカラーシフトの問題を抑えることを目的とする。
【００１１】
　上記の目的を達成するため、本発明が提供する液晶パネルは、図１及び図２が示すよう
に、まず液晶パネルの表示エリア１を複数の表示ユニット４に分割する。
　各表示ユニット４は、隣接する第１画素ユニット５ａと、第２画素ユニット５ｂと、か
らなる。
　前記液晶パネルを駆動する時、表示ユニット４に必要な青色サブ画素５３Ｈ、５３Ｌの
グレースケール値ＧＢについては、
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　第１画素ユニット５ａの青色サブ画素５３Ｈにグレースケール値ＧＢＨを提供し、
　前記第２画素ユニット５ｂの青色サブ画素５３Ｌにグレースケール値ＧＢＬを提供する
。
　そのうち、グレースケール値ＧＢＨ及びＧＢＬの組み合わせにより、前記表示ユニット
４の青色サブ画素５３Ｈ、５３Ｌの斜視角度における輝度曲線を、所定のＧａｍｍａ（γ
）曲線に近づけることができる。
　そのうち、Ｇａｍｍａ（γ）曲線は、実際の液晶パネルの必要に基づいて確定し、γの
値は、１．８～２．４とすることができる。
　図３は表示ユニット４にデータ信号を入力した例示図である。
　図３に示すように、表示ユニット４の二つの画素ユニット５ａ及び５ｂにおいて、青色
サブ画素５３Ｈ、５３Ｌのグレースケール値ＧＢＨ及びＧＢＬを新たに設定した時、赤色
サブ画素５１のデータ信号Ｒ及びＧは不変を維持する。
【００１２】
　そのうち、前記正視角度αは０°であり、前記斜視角度βの範囲は３０°～８０°であ
る。
【００１３】
　そのうち、図１－３の概略図を参照する。
　グレースケール値ＧＢをグレースケール値ＧＢＨ及びＧＢＬの組み合わせに分割する手
順は、具体的に、Ｓ１０１，Ｓ１０２，Ｓ１０３，Ｓ１０４，Ｓ１０５，からなる。
【００１４】
　Ｓ１０１は、前記液晶パネルの青色サブ画素５３Ｈ、５３Ｌの正視角度αにおける実際
の輝度Ｌｖ（実）α（ＧＢｋ）とグレースケール値ＧＢｋの関係曲線ＧＢｋ－Ｌｖ（実）
α（ＧＢｋ）を得る手順である。
　添字のｋは序数であって、ＧＢｋは青色サブ画素５３に与えるグレースケール値である
。
　例えば、ｋが０～２５５のとき、ＧＢｋの値は０～２５５である。
　青色サブ画素５３Ｈと青色サブ画素５３Ｌとは、表示特性としては同じものであるから
、グレースケール値ＧＢｋに対応する青色サブ画素５３の実際の輝度Ｌｖ（実）α（ＧＢ
ｋ）を得るにあたっては青色サブ画素５３Ｈと青色サブ画素５３Ｌとのうちのいずれか一
方を代表させて使用するものとする。
【００１５】
　Ｓ１０２は、前記液晶パネルの青色サブ画素５３の斜視角度βにおける実際の輝度Ｌｖ
（実）β（ＧＢｋ）とグレースケール値ＧＢｋの関係曲線ＧＢｋ－Ｌｖ（実）β（ＧＢｋ
）を得る手順である。
　同じく、添字のｋは序数であって、ＧＢｋは青色サブ画素５３に与えるグレースケール
値である。
　例えば、ｋが０～２５５のとき、ＧＢｋの値は０～２５５である。
　青色サブ画素５３Ｈと青色サブ画素５３Ｌとは、表示特性としては同じものであるから
、グレースケール値ＧＢｋに対応する青色サブ画素５３の実際の輝度Ｌｖ（実）β（ＧＢ
ｋ）を得るにあたっては青色サブ画素５３Ｈと青色サブ画素５３Ｌとのうちのいずれか一
方を代表させて使用するものとする。
【００１６】
　　Ｓ１０３は、
　（ＧＢｋ／２５５）γ＝Ｌｖ（理）α（ＧＢｋ）／Ｌｖ（実）α（２５５）
　（ＧＢｋ／２５５）γ＝Ｌｖ（理）β（ＧＢｋ）／Ｌｖ（実）β（２５５）
に基づいて計算し、
　前記液晶パネルの青色サブ画素５３の正視角度α及び斜視角度βにおける理論上の輝度
Ｌｖ（理）α（ＧＢｋ）、Ｌｖ（理）β（ＧＢｋ）とグレースケール値ＧＢｋとの関係曲
線ＧＢｋ－Ｌｖ（理）α（ＧＢｋ）及びＧＢｋ－Ｌｖ（理）β（ＧＢｋ）を得る手順であ
る。
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【００１７】
　Ｓ１０４は、表示ユニット４に必要な青色サブ画素のグレースケール値ＧＢｋに対して
、第１画素ユニット５ａ内の青色サブ画素５３Ｈに入力するグレースケール値ＧＢＨｋと
、第２画素ユニット５ｂ内の青色サブ画素５３Ｌに入力するグレースケール値ＧＢＬｋと
、を以下の関係式で求める手順である。
　第１画素ユニット５ａ内の青色サブ画素５３Ｈに入力するグレースケール値をＧＢＨｋ
と表わし、第２画素ユニット５ｂ内の青色サブ画素５３Ｌに入力するグレースケール値を
ＧＢＬｋと表わすとする。
　ＧＢＨｋ、ＧＢＬｋはグレースケール値であって、すなわち、ＧＢＨｋ、ＧＢＬｋは例
えば０～２５５のいずれかの値である。
　そして、
　正視角度αにおいて、第１画素ユニット５ａ内の青色サブ画素５３Ｈにグレースケール
値ＧＢＨｋを入力したときの青色サブ画素５３Ｈの輝度を輝度Ｌｖ（実）α（ＧＢＨｋ）
で表わす。
　正視角度αにおいて、第２画素ユニット５ｂ内の青色サブ画素５３Ｌにグレースケール
値ＧＢＬｋを入力したときの青色サブ画素５３Ｌの輝度を輝度Ｌｖ（実）α（ＧＢＬｋ）
で表わす。
　斜視角度βにおいて、第１画素ユニット５ａ内の青色サブ画素５３Ｈにグレースケール
値ＧＢＨｋを入力したときの青色サブ画素５３Ｈの輝度を輝度Ｌｖ（実）β（ＧＢＨｋ）
で表わす。
　斜視角度βにおいて、第２画素ユニット５ｂ内の青色サブ画素５３Ｌにグレースケール
値ＧＢＬｋを入力したときの青色サブ画素５３Ｌの輝度を輝度Ｌｖ（実）β（ＧＢＬｋ）
で表わす。
　そして、表示ユニット４を単位として与えられる青色サブ画素のグレースケール値ＧＢ
ｋに対して、青色サブ画素５３Ｈのグレースケール値ＧＢＨｋと青色サブ画素５３Ｌのグ
レースケール値ＧＢＬｋとの組み合わせ（ＧＢＨｋ、ＧＢＬｋ）を求める。
【００１８】
　ここで、Ｌｖ（実）α（ＧＢＨｋ）は｛Ｌｖ（実）α（０）、Ｌｖ（実）α（１）、・
・・Ｌｖ（実）α（２５５）｝であって、グレースケール値ＧＢＨｋに対応する青色サブ
画素５３Ｈの実際の輝度がＬｖ（実）α（ＧＢＨｋ）ということである。
　この表記に従って、例えば、次のように解釈されたい。
　Ｌｖ（実）α（ＧＢＨｋ）は｛Ｌｖ（実）α（ＧＢｋ）｝と同じであり、すなわち、Ｌ
ｖ（実）α（ＧＢＨｋ）は｛Ｌｖ（実）α（ＧＢｋ）｝のなかか選択される１つの値（輝
度値）である。
　同じく、Ｌｖ（実）α（ＧＢＬｋ）は｛Ｌｖ（実）α（ＧＢｋ）｝と同じであり、すな
わち、Ｌｖ（実）α（ＧＢＬｋ）は｛Ｌｖ（実）α（ＧＢｋ）｝のなかか選択される１つ
の値（輝度値）である。
　Ｌｖ（実）β（ＧＢＨｋ）は｛Ｌｖ（実）β（ＧＢｋ）｝と同じであり、すなわち、Ｌ
ｖ（実）β（ＧＢＨｋ）は｛Ｌｖ（実）β（ＧＢｋ）｝のなかか選択される１つの値（輝
度値）である。
　同じく、Ｌｖ（実）β（ＧＢＬｋ）は｛Ｌｖ（実）β（ＧＢｋ）｝と同じであり、すな
わち、Ｌｖ（実）β（ＧＢＬｋ）は｛Ｌｖ（実）β（ＧＢｋ）｝のなかか選択される１つ
の値（輝度値）である。
【００１９】
　いま、表示ユニット４を単位として青色サブ画素のグレースケール値ＧＢｋが与えられ
たときに、青色サブ画素５３Ｈのグレースケール値ＧＢＨｋと青色サブ画素５３Ｌのグレ
ースケール値ＧＢＬｋとの組み合わせ（ＧＢＨｋ、ＧＢＬｋ）を次の式で設定することに
より、正視角度αと斜視角度βにおいて、実際の輝度と理論輝度との差の和が最小になる
ようにする。
【００２０】
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　Δ１ｋ＝Ｌｖ（理）α（ＧＢｋ）＋Ｌｖ（理）α（ＧＢｋ）－Ｌｖ（実）α（ＧＢＨｋ
）－Ｌｖ（実）α（ＧＢＬｋ）
　Δ２ｋ＝Ｌｖ（理）β（ＧＢｋ）＋Ｌｖ（理）β（ＧＢｋ）－Ｌｖ（実）β（ＧＢＨｋ
）－Ｌｖ（実）β（ＧＢＬｋ）
　ｙ＝Δ１ｋ２＋Δ２ｋ２

【００２１】
　表示ユニット４を単位として与えられた青色サブ画素のグレースケール値ＧＢｋに対し
て、ｙが最小値となるときの青色サブ画素５３Ｈのグレースケール値ＧＢＨｋと青色サブ
画素５３Ｌのグレースケール値ＧＢＬｋとの組み合わせ（ＧＢＨｋ、ＧＢＬｋ）を求める
。
　なお、Ｌｖ（実）α（ＧＢＨｋ）とＬｖ（実）β（ＧＢＨｋ）とはＧＢＨｋを共通の引
数としているのでＧＢＨｋの値が決まれば、Ｌｖ（実）α（ＧＢＨｋ）とＬｖ（実）β（
ＧＢＨｋ）の値は決まる。
　同じく、Ｌｖ（実）α（ＧＢＬｋ）とＬｖ（実）β（ＧＢＬｋ）とはＧＢＬｋを共通の
引数としているのでＧＢＬｋの値が決まれば、Ｌｖ（実）α（ＧＢＬｋ）とＬｖ（実）β
（ＧＢＬｋ）の値は決まる。
【００２２】
　Ｓ１０５は、表示ユニット４の青色サブ画素５３の各グレースケール値ＧＢｋについて
、手順Ｓ１０４に基づき、対応する一つのグレースケール値ＧＢＨｋ及びＧＢＬｋの組み
合わせを得て、前記液晶パネルの青色サブ画素５３についての表示ルックアップテーブル
（ＬＯＯＫ　ＵＰ　ＴＡＢＬＥ、ＬＵＴ）を新たに設定する手順である。
【００２３】
　以下では、所定のＧａｍｍａ（γ）曲線においてγ＝２．２、正視角度α＝０°、斜視
角度β＝６０°を具体的な例とし、グレースケール値ＧＢｋをグレースケール値ＧＢＨｋ
及びＧＢＬｋの組み合わせに分割する具体的な工程について詳しく説明する。
【００２４】
　まず、前記液晶パネルの青色サブ画素５３の正視角度α＝０°における実際の輝度及び
グレースケールの関係曲線ＧＢｋ－Ｌｖ（実）０（ＧＢｋ）と、斜視角度β＝６０°にお
ける実際の輝度及びグレースケールの関係曲線ＧＢｋ－Ｌｖ（実）６０（ＧＢｋ）を得る
。
　図４の関係曲線図が示す通りである。
　そのうち前記液晶パネルのグレースケールは、０～２５５の２５６個のグレースケール
からなる。
【００２５】
　それから、
　（ＧＢｋ／２５５）γ＝Ｌｖ（理）０（ＧＢｋ）／Ｌｖ（実）０（２５５）
　（ＧＢｋ／２５５）γ＝Ｌｖ（理）６０（ＧＢｋ）／Ｌｖ（実）６０（２５５）
　に基づいて計算し、液晶パネルの青色サブ画素５３の正視角度α＝０°及び斜視角度β
＝６０°における理論上の輝度及びグレースケールの関係曲線ＧＢｋ－Ｌｖ（理）０（Ｇ
Ｂｋ）及びＧＢｋ－Ｌｖ（理）６０（ＧＢｋ）を得る。
　そのうち、前記式において、
　正視角度α＝０°の時、Ｌｖ（実）０（２５５）は、前記曲線ＧＢｋ－Ｌｖ（実）０（
ＧＢｋ）内のＧＢｋ＝２５５に対応する輝度値をとり、
　斜視角度β＝６０°の時、Ｌｖ（実）６０（２５５）は、前記曲線ＧＢｋ－Ｌｖ（実）
６０（ＧＢｋ）内のＧＢｋ＝２５５に対応する輝度値をとる。
【００２６】
　さらに詳しく説明する。
　表示ユニット４に必要な青色サブ画素５３のグレースケール値ＧＢｋ（すなわち、本来
第１画素ユニット５ａ及び第２画素ユニット５ｂ内に入力する必要がある青色サブ画素５
３のグレースケール値をいずれもＧＢｋとする）に対し、第１画素ユニット５ａ内の青色
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サブ画素５３Ｈに入力するグレースケール値ＧＢＨｋと、第２画素ユニット５ｂ内の青色
サブ画素５３Ｌに入力するグレースケール値ＧＢＬｋは、以下の関係式を満たす。
【００２７】
　Δ１ｋ＝Ｌｖ（理）０（ＧＢｋ）＋Ｌｖ（理）０（ＧＢｋ）－Ｌｖ（実）０（ＧＢＨｋ
）－Ｌｖ（実）０（ＧＢＬｋ）
　Δ２ｋ＝Ｌｖ（理）６０（ＧＢｋ）＋Ｌｖ（理）６０（ＧＢｋ）－Ｌｖ（実）６０（Ｇ
ＢＨｋ）－Ｌｖ（実）６０（ＧＢＬｋ）
　ｙ＝Δ１ｋ２＋Δ２ｋ２

【００２８】
　表示ユニット４の単位で青色サブ画素５３のグレースケール値ＧＢｋを与えたとき、理
論上の輝度曲線ＧＢｋ－Ｌｖ（理）０（ＧＢｋ）及びＧＢｋ－Ｌｖ（理）６０（ＧＢｋ）
から、Ｌｖ（理）０（ＧＢｋ）及びＬｖ（理）６０（ＧＢｋ）のとる値が求められ、実際
の輝度曲線ＧＢｋ－Ｌｖ（実）０（ＧＢｋ）から、Ｌｖ（実）０（ＧＢＨｋ）及びＬｖ（
実）０（ＧＢＬｋ）が求められ、実際の輝度曲線ＧＢｋ－Ｌｖ（実）６０（ＧＢｋ）から
、Ｌｖ（実）６０（ＧＢＨｋ）及びＬｖ（実）６０（ＧＢＬｋ）が求められ、前記関係式
内のｙのとる値が最小になるとき、対応するグレースケール値ＧＢＨｋ及びＧＢＬｋが得
られる。
【００２９】
　最後に、前記表示ユニット４に必要な青色サブ画素５３の各グレースケール値ＧＢｋに
ついて、前記の計算方式に基づいて、対応する一つのＧＢＨｋ及びＧＢＬｋの組み合わせ
を得るとともに、前記液晶パネルの青色サブ画素５３についての表示ルックアップテーブ
ル（ＬＯＯＫ　ＵＰ　ＴＡＢＬＥ、ＬＵＴ）を、新たに設定する。
　液晶パネルが駆動していて、画面を表示している時、表示ユニット４に必要な青色サブ
画素５３のグレースケール値がＧＢｋのとき、前記表示ルックアップテーブル内から、前
記第１画素ユニット５ａ内の青色サブ画素５３Ｈにグレースケール値ＧＢＨｋを提供する
とともに、前記第２画素ユニット５ｂ内の青色サブ画素５３Ｌにグレースケール値ＧＢＬ
ｋを提供する。
【００３０】
　上記に記載の実施例による液晶パネル及びその駆動方法は、まず従来の液晶パネルを表
示ユニットに分割する。
　各表示ユニットは、二つの隣接する画素ユニットからなる。
　表示ユニットに必要な青色サブ画素のグレースケール値ＧＢｋについては、そのうちの
一つの画素ユニット内の青色サブ画素にグレースケール値ＧＢＨｋを提供するとともに、
もう一つの画素ユニット内の青色サブ画素にグレースケール値ＧＢＬｋを提供する。
　以上の方法によって、２Ｄ１Ｇパネルの表示効果が得られ、側面または斜めから見た時
に起こるカラーシフト問題を抑えるとともに、液晶パネルの開口率が小さくならず、液晶
パネルの表示品質を保障することができる。
【００３１】
　本発明の保護範囲は、決して前記の具体的な実施方式に限られるものではなく、本領域
の技術者は、本発明に対して、本発明の精神と範囲を逸脱しない限りにおいて、各種の変
更と修正ができる。
　したがって、本発明の変更と修正は、本発明の権利請求及びそれと同じような技術の範
囲内に属するとともに、本発明もそれら変更と修正のうちに含まれるものとする。
【符号の説明】
【００３２】
１　　表示領域
２　　ゲートドライバ
３　　ソースドライバ
４　　表示ユニット
５ａ　第一画素ユニット
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５ｂ　第二画素ユニット
５１　赤色サブ画素
５２　緑色サブ画素
５３　青色サブ画素

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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摘要(译)

一种液晶面板的驱动方法，包括：提供包括多个像素单元的液晶面板，
每个像素单元至少包括蓝色子像素； 将液晶面板划分为多个显示单元，
每个显示单元包括相邻的第一像素单元和第二像素单元； 对于显示单元
所需的蓝色子像素的灰度值B，为第一像素单元的蓝色子像素提供灰度值
BH，为第二像素单元的蓝色子像素提供灰度值BL 灰度值BH和BL的组合
使得显示单元的蓝色子像素在倾斜视角处的亮度近似于预定的Gamma
（γ）曲线。 γ＝ 1.8〜2.4。 此外，还提供了通过上述驱动方法驱动的液
晶面板。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/4e1d654a-1d0d-4719-9997-beffbe96867f
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/052319293/publication/JP6609802B2?q=JP6609802B2

